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 International Thermonuclear Experimental Reactor（国際熱核融合実験炉）：核融合エネルギーの実現可
能性の実証を目的とする核融合実験炉であり、国際共同プロジェクトによって建設・運用される。建設
期間は約10年、運転期間は約20年を予定している。発端は1985年11月のレーガン・ゴルバチョフ会談で
ある。日本、EU、ロシア、米国による設計活動が1988年から2001年7月まで行われた（米国は1999年に
脱退）。2001年11月、日本、EU、ロシア、カナダにより、ITERの共同実施協定の締結およびサイト選
定等に向けた政府間協議が開始された。2003年2月、米国が交渉に再参加し、中国が新規に参加。6月に
は韓国が新規参加した。12月、カナダが交渉から離脱。2005年6月 第二回６極閣僚級会合（モスク
ワ）において、フランス・カダラッシュにITERを建設することが決定された。2005年12月、インドが
政府間協議に参加。2006年11月にITER機構設立協定およびITER特権免除協定が署名され、今後すべて
の協定署名者がこれらの協定の批准手続きを完了したのち、ITER機構が正式発足する。（図参照）
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